
令和４年度 授業計画                                   
 
経営管理科 ２年Ｄ組 

教   科 商 業 科目(単位) 原価計算（５単位）   

使用教科書  原価計算 新訂版  （実教出版） 

授 業 形 態        通常授業 ・ 分割授業 ・ Ｔ Ｔ 

  ※分割授業とは、クラスを少人数クラスに分割して授業を行うことを意味します。 
  ※ＴＴ（チームティーティング）とは、複数の教師がチームを組んで指導にあたることを意味します。 
 
 
１ 科目の目標 

 
 製造業における原価計算及び会計処理に関する知識と技術を習得させ、原価の概念につい
て理解させるとともに、原価計算から得られる情報を活用する能力と態度を育てる。 
 

 
   
２ 科目の内容と授業の進め方 

 
・製品の製造にかかった費用である原価の基礎的な考え方や原価の計算方法、および工業簿
記の仕組みや記帳方法について、一連の記帳例題を通して理解を深めることが大切です。  

・学習項目または単元ごとに練習問題に取り組み、理解度のチェックをおこないます。充分
な理解を得られないときは、補充プリントを配付し課題とします。 

・企業における原価計算の役割や原価情報の有効な活用の仕方について理解できるように指
導します。 

・学習の成果を見るために、日商簿記検定（１１月・２月実施）と全商簿記実務検定を受験
します。   

 
 

 
 
 
３ 学習の方法 

 
・学ぶことは真似ることでもあります。授業の板書をノートに写し、記帳方法の細部にまで
気を配ることが大切です。 

・問題の意図を正確に把握し、なすべき作業を組み立てることが求められます。板書のノー
トに自分なりの工夫点を書き加える必要もあります。 

・演習を行うときは、基礎確認を行い、自分のレベルにあった問題を正確に解けるようにし
ていく必要があります。 

・電卓の使用方法をマスターしておくことは言うまでもありませんが、計算力を要求される
演習が数多くあります。電卓練習もしておきましょう。  

 
 
 
 
４ 課題・補習について 

 
・問題集の点検を行います。 
・補充プリントを課題とし点検します。 
・補習は必要に応じて実施します。 
 

 
 
 
５ この授業で取得可能な資格（検定試験） 

 
・日商簿記検定 ２級 
・全商簿記実務検定 １級 原価計算 
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第１章  
 原価と原価計算 

 
・原価要素の分類を学習し、原価計算の目的、手続き、期
間、種類について基礎的な知識を理解する。 

 
行動観察 
ノート点検 
問題集点検 
プリント点検 
小テスト 
 
 
 
 
 
 
 
前期中間考査 
 
 
 
 

第２章 
 原価計算のあらまし 

・製造業における経営活動と原価計算との関係及び簿記の
特色について理解する。 

第３章 
 工業簿記～製造業に
おける簿記 

・材料費、労務費、経費の計算から製品の完成、販売まで
の工業簿記の基本的な仕組みと記帳法を理解する。 

第４章  
 材料費の計算と記帳 

・材料費の分類及び材料の仕入、保管、払出、消費におけ
る計算と記帳法、予定価格を用いた材料消費高の計算法
と記帳法を理解する。 

第５章 
 労務費の計算と記帳 

・労務費の分類及び賃金の支払、消費、予定賃率を用いた
賃金消費高、賃金以外の労務費の消費高の計算方法と記
帳法を理解する。 

第６章 
 経費の計算と記帳 

・経費の分類及び消費高の計算法と記帳法を理解する。 
全商簿記実務検定 １級 原価計算 

第７章 
 個別原価計算 
 
 

・個別原価計算について、基礎的な知識を理解する。 
・原価計算表の作成、製造勘定との関係、製造間接費の実
際配賦と予定配賦の記帳法を理解する。 

・仕損品、作業くずの処理法を理解する。 
 
行動観察 
問題集点検 
プリント点検 
小テスト 
 
 
 
 
 
 
 
前期期末考査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８章 
 部門別個別原価計算 

・部門別個別原価計算の手続きを理解し、部門費配分表と
部門費振替表の作成法を理解する。 

 
第９章 
 総合原価計算 
  
   
 
 
 

・総合原価計算について基礎的な知識を身に付け、個別原
価計算との違いを理解する。 

・単純総合原価計算の計算法及び作成法を理解する。 
・月末仕掛品原価の計算法を理解する。 
・等級別総合原価計算について理解する。 
・組別総合原価計算について理解する。 

第10章 
 工程別総合原価計算 

・工程別総合原価計算の計算法及び作成法を理解する。 
・副産物・作業くず・仕損品の処理法を理解する。 

第11章 
 製品の完成と販売 
     
 
 

・製品の完成時、販売時の記帳法を理解する。 
・販売費および一般管理費に関する記帳法を理解する。 
・製造業の決算手続きと商品売買業の財務諸表との違いを
理解し、製造原価報告書の作成法を理解する。 

第12章 
 決算と本社・工場間
の取引 

・本社と工場間の取引の記帳法を理解する。 
 
 

第13章 
 標準原価計算 
 
 
 
 

・標準原価計算の特色と一連の手続きを理解する。 
・標準原価と実際原価の計算法を理解する。 
・直接材料差異、直接労務費差異、製造間接費差異の分析
について理解する。 

・パーシャルプランによる記帳法を理解する。 
・原価差異の計算法と記帳法を理解する。 

 
行動観察 
ノート点検 
問題集点検 
プリント点検 
小テスト 
 
 
 
後期中間考査 

第14章 
 直接原価計算 
 
 
 
 

・直接原価計算の特色と手続きについて理解する。 
・直接原価計算による損益計算書の作成法を理解する。 
・損益分岐図表により、売上高、原価、利益の関係を理解
し、損益分岐点売上高や目標利益必要売上高の計算法を
理解する。 

日商簿記実務検定 ２級 
 
行動観察 
ノート点検 
問題集点検 
プリント点検 
小テスト 
 
学年末考査 
 
 

総復習 
 
 
 
 
 
 

・日商簿記検定２級受験対策として、過去問題を中心に演
習する。 

・全商簿記実務検定１級（原価計算）受験対策として、過
去問題を中心に演習する。 

全商簿記実務検定 １級 原価計算 
・日商簿記検定２級受験対策として、過去問題を中心に演
習する。 

・日商簿記検定２級合格者は、１級の学習をする。 
日商簿記実務検定 ２級 

 


